
12
月
２
日
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る

仕
組
み
に�

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
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88
‐
8
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0
2

主
な
マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト

〇�

過
去
の
お
薬
情
報
や
診
療
情
報
の
提

供
に
同
意
す
る
と
、
医
師
な
ど
が
過
去

の
お
薬
情
報
や
診
療
情
報
等
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
身
体
の
状

態
や
他
の
病
気
を
推
測
し
て
、
治
療
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇�

限
度
額
適
用
認
定
証
等
が
な
く
て
も
、

高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を

超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
認

定
証
は
毎
年
更
新
が
必
要
な
た
め
、
通

年
で
認
定
証
が
必
要
な
場
合
や
、
急
な

入
院
な
ど
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

加
入
・
脱
退
の
届
出
は
必
要
で
す

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
所
有
し
て
い
て
も
、

資
格
情
報
は
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ

ん
。
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め

た
と
き
や
、
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
国

保
へ
の
加
入
、脱
退
の
届
出
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
替
え

　

医
療
機
関
や
薬
局
に
あ
る
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
登
録
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
6
年
12
月
2
日
か
ら
、
新
規
の

被
保
険
者
証
は
発
行
さ
れ
な
く
な
り
、
マ

イ
ナ
保
険
証
（
保
険
証
利
用
登
録
が
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
利
用
す
る

仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
現
在
お
手
元
に
あ
る
従
来
の
被

保
険
者
証
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期

限
ま
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
が
ま

だ
お
済
み
で
な
い
方
に
は
、
有
効
期
限
ま

で
に
、
申
請
不
要
で「
資
格
確
認
書
」（
被

保
険
者
証
に
替
わ
っ
て
従
来
ど
お
り
医

療
機
関
等
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る

紙
の
カ
ー
ド
）を
送
付
し
ま
す
。

12
月
2
日
以
降
の

�

医
療
機
関
等
の
受
診
方
法

①
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る

②�

従
来
の
被
保
険
者
証
を
利
用
す
る
（
有

効
期
限
ま
で
）

③
資
格
確
認
書
を
利
用
す
る

④�

医
療
機
関
等
で
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利

用
で
き
な
い
と
き
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証

と
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
、
ま
た
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
画
面

「
令
和
6
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が

送
付
さ
れ
ま
す�

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2ねんきんネット

はこちら

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
中
に
老
齢
ま
た
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ

た
方
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
令
和
６
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年

金
額
と
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
た
所
得

税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

確
定
申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
の
送
付
時
期

　

１
月
中
旬
～
下
旬
に
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
順
次
発
送
さ
れ
ま
す
。

※�

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
所
得
税
の

課
税
対
象
で
は
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付

　

電
話
（
０
７
７
６
ー
23
ー
４
５
１
８　

自
動
音
声
①
→
②
）で
申
請
で
き
ま
す
。

　

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

を
ご
用
意
の
う
え
、
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

電
話
に
よ
る
再
交
付
申
請
の
場
合
は
、

送
付
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

お
急
ぎ
の
場
合
は
、
年
金
事
務
所
の
窓

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

※�

市
役
所
で
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
ご

了
承
く
だ
さ
い

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
利
用
が
便
利
で
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
登
録
し
て
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
画

面
上
か
ら
源
泉
徴
収
票
の
内
容
が
確
認

で
き
ま
す
。
ま
た
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の

通
知
書
は
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
再
交

付
申
請
で
き
ま
す
。

　

�「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
は
こ
の
他

・
ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
確
認

・
国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
通
知
の
確
認

な
ど
が
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

市
職
員
な
ど
の
給
与
を
公
表　

人
件
費
の
状
況

問
総
務
課（
市
役
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２
階
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‐
１
１
１
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令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
の
市
の
三

役
、
市
議
会
議
員
、
市
職
員
の
給
料
・
手

当
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

人件費の決算状況� （令和5年度決算・普通会計）
歳出額(A) 人件費(B) 人件費率(B/A) 令和4年度人件費率

14,536,928千円 2,387,861千円 16.4％ 17.1％

（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬などを含みます
職員給与費の状況� （令和6年度・普通会計）

職員数(A)
給 与 費 1人あたり

給与費(B/A)給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

219人
千円
859,660

千円
160,442

千円
352,575

千円
1,372,677

千円
6,268

（注）職員手当には退職手当を含みません

部門別職員数の状況� （各年の4.1現在）
区分

部門
職　員　数（人） 対前年増減数（人）
R4 R5 R6 R4 R5 R6

一
般

議 会 4 4 4 0 0 0
総 務 49 48 49 7 △1 1
税 務 11 11 10 2 0 △1
農 水 15 15 16 △1 0 1
商 工 9 10 10 △5 1 0
土 木 22 21 23 0 △1 2
小 計 110 109 112 3 △1 3

福
祉

民 生 23 25 20 △3 2 △5
衛 生 15 12 13 0 △3 1
小 計 38 37 33 △3 △1 △4

一 般 行 政 計 148 146 145 0 △2 △1

特
別

行
政

教 育 37 32 33 △7 △5 1
消 防 37 36 37 △1 △1 1
小 計 74 68 70 △8 △6 2

公
営
企
業
等

上 水 道 6 6 7 0 0 1
下 水 道 5 5 6 1 0 1
そ の 他 15 15 15 0 0 0
小 計 26 26 28 1 0 2

総 合 計 248 240 243 △7 △8 3
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休
職者を含み、再任用短時間勤務職員および会計年度任用職員を除いています

職員手当の状況� （令和6年度）
区 分 主 な 内 容

期末手当
勤勉手当

	 6月期	 12月期	 計
	 1.225月分	1.275月分	 2.5月分
	 1.025月分	1.075月分	 2.1月分

退職手当

	 自己都合	 勧奨・定年
勤続20年	 19.6695月分	 26.3655月分
勤続25年	 28.0395月分	33.27075月分
勤続35年	 39.7575月分	 47.709月分
最高限度額	 47.709月分	 47.709月分

（国の最高　47.709月分）
1人あたりの平均支給額　21,475千円（令和5年度）

特殊勤務
手 当

①用地交渉業務従事手当②動物死体汚
物処理業務従事手当③感染症防疫業務
従事手当④徴収事務従事手当⑤消防署
勤務手当

扶養手当

○配偶者　6,500円　子　10,000円
　父母等　6,500円
（扶養親族のうち満16歳から22歳まで
の子１人につき5,000円加算）

住居手当 借家27,000円までの場合、16,000円を引いた額

通勤手当 交通機関利用の場合　55,000円まで自家用車の場合　2,000円～ 31,600円
時 間 外
勤勉手当

支給総額　88,464千円（令和5年度）
1人あたりの年額411千円

等級別職員数の状況
区分 代 表 的

な 職 名 職員数 構成比

１級 主 事�
技 師 10 4.1% 

２級 主 事�
技 師 20 8.2%

３級 主 査 99 40.7%  

４級 係 長 52 21.4%

（R6.4.1現在）職員数243人

区分 代 表 的
な 職 名 職員数 構成比

５級 課長補佐 27 11.1%

６級 課 長 17 7.0%

７級 政策幹等 4 1.7%
技能
労務
職員

運 転 手
調 理 師
施 設 員

14 5.8% 

特別職の給料、報酬等の状況� （令和6年度）
市　長　850,000円 議　長　440,000円
副市長　710,000円 副議長　370,000円
教育長　605,000円 議　員　350,000円
期末手当　6月期 1.700月分 12月期 1.750月分

国と比較した平均給料月額�（R6.4.1現在）
区 分 一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢

勝山市 330,271円 44.8 315,100円 56.2

国 323,823円 42.1 288,144円 51.2

国と比較した初任給� （R6.4.1現在）

区 分 高校卒
初任給

高校卒
2年目

大学卒
初任給

大学卒
2年目

勝山市 188,000 194,500 220,000 225,600

国 188,000 194,500 220,000 225,600

職員の経験年数平均給料
（一般行政職（大学卒））� （R6.4.1現在）
7年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

246,938円 272,139円 304,606円
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